
 

東海道新幹線の雪対策について 

 

 

東海道新幹線は、冬季に岐阜羽島～京都間の「関ヶ原地区」を中心とした降積雪に対し、地

上設備、車両設備に様々な対策を実施してきました。 

今年度も１２月から３月までを冬期輸送対策期間と位置付け、これまでの経験を活かした

様々な対策を実施し、安全を確保した上で、安定した輸送を実現することに取り組みます。 

 

 

１．降積雪による列車運行への影響の仕組み 

・ 分岐器への雪介在等、積雪は直接的に列車の正常運行に支障をきたす場合がありますが、

これまでの除雪・融雪対策により、これによる列車遅延はほとんどありません。 

・ 一方、列車の速度が高くなるにつれ、舞い上がる雪の量は多くなり、車体に付着する雪

の量も多くなります。この車体に付着した雪が落下する際、列車の速度が高いほどバラ

ストを跳ね飛ばす可能性が高くなるため、降積雪区間および隣接区間において運転速度

を規制することが必要です。現状ではこれによる遅延が大半を占めます。 

 

２．安全、安定した列車運行を確保する取組み 

  ○地上設備に関する積雪対策 

・ ラッセル車、除雪機械（ロータリーブラシ式）による除雪（図１、２） 

・ 分岐器の不転換防止（図３） 

⇒電気融雪器により、分岐器の可動部分への雪介在による不転換を防止します。 

 

  ○車体への着雪対策 

・ 雪の舞い上がり量を減少させるための散水による濡れ雪化（図４） 

・ 主要駅（名古屋駅、新大阪駅等）での雪落とし作業の実施（図５） 

⇒除雪や濡れ雪化を図っても、車体へ付着してしまう雪を取り除きます。 

・ 営業開始前の回送列車の運行 

⇒始発列車前に上下線に回送列車を運行し、線路上の雪を敢えて舞い上げ、車体に 

付着させます。これにより、始発列車への着雪量を極力減らし、雪落とし作業時 

間を短縮させます。 

・ 雪の舞い上がり、車体への雪付着状況の把握による適切な速度規制の決定（図６、７） 

⇒一部のＮ７００系に搭載した車上カメラにより雪の舞い上がり状態を、また降積 

雪の多い区間の両端に設置した地上カメラにより車両床下の着雪状況を、総合指 

令所がリアルタイムで把握することができます。これら情報により、総合指令所 

は適切な運転速度を速やかに決定します。 
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除雪機械（ロータリーブラシ式）ラッセル車図１ 図２

○地上側の積雪対策
別紙

除雪機械（ロ タリ ブラシ式）ラッセル車図１ 図２

ロータリーブラシ

・ロータリーブラシでまきあげた雪を吸い上げる

電気融雪器図３

分岐器の可動部分
・床板ヒータで床板を介してレールを暖め、
分岐器の可動部分の雪をとかす。
※床板：トングレールを滑らせるための板
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スプリンクラーによる散水図４

○車体への着雪対策

降雪検知器

リンクラ による散水図

・雪の舞い上りによる車両への着雪を防止

高温高圧洗浄機を使用した雪落とし作業図５

雪の舞い上りによる車両 の着雪を防止
・降雪検知装置で雪の降り始めを検知し、スプリンクラーにより散水

高温高圧洗浄機

・列車床下に付着した雪を、高温高圧洗浄機等を用いて除去



車上カメラ図６

○車体への着雪対策

車上カメラ映像照明部

カメラ部

車 ラ

⇒ 列車無線システムを介して新幹線総合指令所へ伝送

Ｎ７００系（１６号車）映像（舞い上りなし）映像（舞い上りあり） Ｎ７００系（１６号車）映像（舞い上りなし）映像（舞い上りあり）
＜車上カメラ＞

地上カメラ映像

照明照明
地上カメラ

⇒ 専用回線を介して新幹線総合指令所へ伝送

地上カメラ図７

地上カメラ映像
カメラ部

専用回線を介して新幹線総合指令所 伝送

映像（着雪あり） 映像（着雪なし）

照明部

地上カメラ


